
 

 
 

令和８年度⾦沢⼤学防災訓練〔宝町・鶴間キャンパス〕 
 
 

10 ⽉ 19 ⽇（⽉）12:00〜12:40〔避難訓練は 12:00〜12:15〕 
 

 
◆⽬的 
 ⼤規模地震時における避難の⼼構えを習得するとともに，学⽣・教職員の⽇頃の 
 防災意識の向上を図る。 
 被害を最⼩限に抑えるための組織的な活動を確認する。 

 
◆対象 
  学⽣・教職員 
 
◆想定 
  ⾦沢市で震度 6 強を観測する地震が発⽣，緊急地震速報が⼀⻫放送にて発令され，

10 秒後に地震発⽣（約 1 分間揺れる）。ライフライン及び公共交通機関は地震発⽣ 
 直後に全て停⽌するものの，⾮常⽤電源によりネットワーク通信網は利⽤可能な 

状況とする。   
 
◆訓練内容 

・ 学⽣・教職員の⼀⻫避難と指定避難場所への移動 
・ 災害対策本部の編成及び活動訓練，並びに指揮命令系統の確認 
・ ⾃衛消防組織の編成及び活動訓練 
・ ⾦沢⼤学緊急時連絡システム（C-SIREN）を⽤いた安否確認訓練 

 
◆避難数の確認⽅法 
  数取器等で確認 
   

 
 

  

 



 

宝町・鶴間キャンパスの訓練内容 

 

 
避難場所  
 宝町地区︓⼗全講堂前［プロムナード］（晴天時）  

⼗全講堂ホール内（⾬天時） 

鶴間地区︓保健学類１号館前駐⾞場（晴天時） 
     保健学類体育館（⾬天時） 
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対象者 
部局⻑，教職員，学⽣等 

12:00 
12:01 
 
12:15 頃 

防災訓練開始の放送を合図に，1 分間，安全な場所で⾝の安全確保 
避難誘導班（事務職員）の指⽰に従って避難場所へ移動 
避難場所で整列・待機 
防災管理者等の訓練終了のアナウンス 
⇒ 順次解散 

災
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本
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 対象者 
  災害対策本部及び⾃衛消防隊の構成員 

12:00 
12:02 
 
12:03 
 
12:04 
 
12:04 頃 
12:15までに 
 
12:15 頃 
 
12:35頃まで 

防災訓練開始の放送を合図に，1 分間，机の下等にかくれ安全確保 
災害対策本部⻑（学⻑）は，副本部⻑（総務・財務・施設担当理事）に
対し，災害対策本部の設置と各構成員に対し業務遂⾏を命ずるよう指⽰ 
副本部⻑は，防災管理者を通じて，災害対策本部構成員（部局⻑等） 
及び⾃衛消防隊に業務遂⾏を指⽰ 
部局⻑等は，⾃衛消防隊と連携し，避難誘導，情報収集，応急措置等 
の活動を開始 
初期消⽕と同時に消防署に通報 
⾃衛消防隊⻑は，各班からの報告を受け避難者数等を確認し，⾃衛消防 
本部隊⻑を通じて防災管理者に報告 
防災管理者は，被災状況・避難状況等を災害対策本部⻑に報告 
避難者に対し，訓練終了をアナウンス 
⾦沢中央消防署による講評（未定） 


